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A - a　道外使節(遣唐使-情事則叉集のレベルは下がる)､ (留学僧-Cへ)
A- b　外国使節(潮海-年紀制で来航制限)
B - a　(在唐僧-Cへ)
B-b　地方勢力(張宝高･節度使-拒絶)､海商
C　　　入唐僧
いささか見にくくなってしまったが､海外情報の伝達は七･八世紀に比べると大きく変貌すると
いわざるを得ない｡国家的なやり取りが継続する潮海とは九世紀も恒常的な外交がなされるが､
社会的混乱を主因として新羅･唐との外交頻度はほとんどなくなる｡それは国家間の外交におい
てやり取り､あるいは道外使節が入手するという手段の急速な衰えをもたらした｡その背景にあ
るのは中央権力に対抗する地方勢力の成長や権力による規制をかいくぐりながら活動する商人の
活発化によってもたらされた東アジアの交流の質的変化である｡日本は旧来のシステムで対処し
ようとするものの､外交による情孝則叉集が機能不全に陥っていることは明らかであり､そのため
に別の入手手段を模索しなければならなくなる｡
そこで新たな情報人手方法として現れるのが商人や僧侶である｡九世紀に入ると外国商人が日
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本に到来するようになる｡ (25)九世紀中葉は新羅商船が移動手段として活発であり唐商人も新羅
船で移動するケースが見て取れ､そのなかで⑲の周光翰･言升別のような事例が現れる｡ただし
商人のもたらす海外情報には限界がある｡来航が不規則であり､かつ周光翰等が｢不知京色之事｣
と述べたように求める情報が得られるとは限らない点である｡商人には地域性があり､ (26)商人
の持つ情報は限定的なものにならざるを得なかったといえる｡結果として商人のもたらす情報は
風聞に近いものであったと考えられる｡
その一方で海外情報の伝達における比重を高めていくのが入唐僧である｡入唐僧は朝廷の許可
を得て日本から赴き定期的に朝廷へ連絡してくるのであり､朝廷側からも太政官符を発するなど
の対応が可能であった｡それはついには遣唐使停止の判断を左右する情報など､政策に影響を及
ぼすレベルにまでなったのである｡
Ⅲ　入唐僧の情報伝達
Ⅰ ･ Ⅱで七～九世紀における海外情報の発信者と､受信者たる倭/日本との関係を検討した｡
そこから読み取れるのは､七世紀に僧侶は海外情報伝達の中で大きな役割を果たしたこと､八世
紀には律令国家による対外関係の独占によって僧侶の活動は留学僧以上のものはあまり見えなく
なるが､九世紀になると国家の一元的対外関係が衰えた結果僧侶の活動が再び活発化するという
傾向である｡国際関係の異文化間交流において､そのフレームである政治的関係とは基準を異に
する宗教的存在である僧侶が通時代的に活躍するのは理解しやすい｡それでは入唐僧は具体的に
唐でどのような行動をとり海外情報を日本へ発信し得たのか､考察を加えることとする｡
そもそも入唐憎のうち､留学僧･還学僧は遣唐使の一員として国家的要請に基く公的な立場を
有しており､遣唐使の組織構成に組み込まれていた｡
㊨ 『延喜大蔵式』
入諸蕃便
入唐大便｡絶六十疋.綿一百五十屯･布一一百五十端｡副使｡絶珊疋･綿-一百屯･布一百端｡判官｡各維十疋･綿
六十屯･布珊端｡録事｡各絶六疋･綿冊屯･布廿端｡知乗船事･訳語･請益生･主神･医師･陰陽
師･画師｡各絶五疋･綿冊屯･布十六端｡史生･射手･船師･音声長･新羅奄美等訳語･卜部･留
学生･学問僧･儀従｡各絶四疋･綿廿屯･布十三端｡雑使｡音声生･玉生･鍛生･鋳生･細工生･
船匠･栢師｡各絶三疋･絹十五屯･布八端｡傑人･挟秒｡各絶二疋･綿十二屯･布四端｡留学生･学問僧｡
各絶柵疋.綿一百屯･布八十端｡還学僧｡絶廿疋･綿六十屯･布珊端｡己上布各三分之一一給上総布｡水手長｡純一
疋･綿四屯･布二端｡水手｡各綿四屯･布二端｡栢師･挟秒･水手長及水手｡各給惟頭巾･｢り子･腰帯･貿
布黄移｡著綿吊裸子･袴及汗杉･裡･貿布半腎｡其潮海･新羅水手等､時当熟序者､停綿襖子袴､宜給
細布袴｡並使収掌､臨入京給｡其別賜｡大便｡彩吊一百十七疋･貿布廿端｡副使｡彩吊七十八疋･貿布
十端｡判官｡各彩吊十五疋･貿布六端｡録事｡各彩削-疋･貿布四端｡知乗船事･訳語｡各彩畠五疋･貿布二
端｡学問僧･還学僧｡各彩百十疋｡
この規定が八世紀に遡るものであることは東野治之氏がすでに論じている｡ (27)ここで注目した
いのが学芸の修得を目的として派遣された人々への賜物のあり方である｡
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正使としての請益生には絶五疋･綿冊屯･布十六端､留学生･学問僧には緬四疋･綿廿屯･布
十三端が授けられる.しかしそれだけではなく､雑使の留学生･学問僧には絶冊疋･綿一百屯･
布^+端､還学僧には維甘疋･綿六十屯･布冊端が､さらに別賜として学問僧･還学僧に彩計十
疋が与えられている｡このうち特に別賜に注目したい｡特別給付は留学生･請益生にはなく学問
僧･還学僧のみに授けられているのである｡僧の方に在唐中に果たすべき何らかの役割を期待さ
れているといえる｡
では､そうした僧侶の目的はいかなるものであったのか｡一つには中国仏教の新たな動向を摂
取し､教義上の問題を質すということが挙げられる｡その成果は『唐決集』として著される｡も
う一つは新たな経典類の入手である｡その成果は『将来目録』として国家に提出される｡七世紀
において顕著であったように､唐に向かう僧侶は国家に属しながら､かつ仏教界の要請を果たそ
うとするという二重性をもつ存在であった｡それは唐に滞在中に留学生と異なる独自の行動を行
うところによるのである｡
唐に滞在中の入唐僧の動向を見ておく｡入唐僧は単独で行動したのではないことをまず確認し
たい｡
⑳伝教大師入唐牒
日本国
求法僧最澄　訳語僧義兵　行者丹福成　担夫四人
経論井天台文書喪像及随身衣物等
牒最澄等令欲却往明州及随身経論等
恐在道不練行由伏乞公験　処今謹牒
一次史料が残っている事例として長期滞在ではないが最澄のケースを挙げておく｡これによると
最澄本人の他に､弟子の義真､行者の丹福成､担夫四人が記されている｡このうち担夫は現地で
雇うとしても､憎本人+弟子(ここでは訳語僧) +行者が入唐僧を中心とした一つの集団を成し
ていたと見なし得る｡入唐僧は決して一人ではなくグループで行動していたのである｡それは
『伝教大師将来目録』の署名にも最澄･義真･丹福成が署していることから､帰国まで一貫して
いた｡これが例外でないことを他の事例から確認しておく｡
㊨ 『入唐求法巡礼行記』開成三年八月四日条
四日｡早朝有報牒｡大使贈土物於李朝公､彼相公不受還却之｡叉始今日充生料､毎物不備｡
斎後従揚府将覆間書来｡彼状偶｢還学僧円仁･沙弥惟正･惟暁･水手丁雄満､右請往台州国
活寺尋師､便住台州､為復従台州却来赴上郡去｡留学僧円載･沙弥仁好･伴始満､右請往台
州国情寺尋師､便住台州､為復従台州却来赴上郡去｣者｡ (後略)
㊨ 『文徳賓録』暫衡三年九月発卯条
大僧都博燈大法師位賓敏卒｡ (中略)更従入唐大僧都永忠､学経論所｡滞二年受具足戒｡
⑳では還学僧の匝=二には弟子惟正･惟暁と傑人丁雄滴､留学僧囲戟には弟子仁好と傑人伴始満が
一緒であった｡ ⑮は実敏の卒伝であるが､入唐僧永忠には実敏が弟子として随行していたことが
窺える｡このように留学･還学僧には弟子や付き人が常に付き添っていたのである｡仏教(求法)
に関する庶務を弟子が補佐､日常生活における雑事には傑人が従事することで入唐僧の活動をサ
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ポートしたのであろう｡
ところでこうした入唐僧グループにおいて弟子は必ずしも渡唐時に僧とは限らないことを付言
しておく｡
㊨ 『入唐求法巡礼行記』開成三年十月十三日条
十三日｡午時､講益傑従惟暁･留学傑従仁好､同時剃髪｡
円仁に随行した惟暁､囲載に従った仁好は唐で出家している｡
そして､前掲表を見ると明らかであるが､入唐僧に付き添った弟子こそが海外情報における実
際の伝達役として活動しているのである｡九世紀入唐僧の特徴として､長期滞在中の在唐途次で
日本に中間連絡していることは前述したが､八世紀の留学生等がひとたび唐に行った後は自ら連
絡をとることがないことを想起すると､そこに違いを見出すことができる｡唐にいながらにして
日本へ連絡をつけるための役割として弟子がクローズアップされるのである｡
㊨ 『績日本後紀』承和十一年七月突末条
叉勅日｡在唐天台講益僧円仁･留学僧円載等､久遊絶域､癒乏旅姿｡宜附円載傑従僧仁好還
次､賜各黄金二百小両者｡所司准勅､分付如前云々｡
上のように囲載の場合､弟子の仁好が日本と唐を往来している(表参照)｡ ⑰の場合､その用件
は直接的には唐における滞在費の窮迫を述べた上での支援要請であった｡こうした事情と相侯っ
て､表からも分かるように日本側の返信には砂金の賜与が伴うことがほとんどである｡
入唐僧の窮迫は､彼らが求法のために活動範囲が広く､経典を多数書写･買得することを目指
しているためである｡経費が多くかかるために滞在中に経済的支援を連絡する必要が生じること
となる｡このような考えに沿って『延喜大蔵式』の｢別賜｣も理解できないだろうか｡唐朝の経
済的援助の下で滞在･活動する留学生に比べて入唐僧は経済的に逼迫しやすく､それが｢別賜｣
として朝廷からの援助へとつながると考えたい｡
入唐僧の定期的な連絡の中で､僧側にとって海外情報の通知は国家から滞在費用の経済援助や
滞在期間の延長といった在唐の便宜を引き出すためのひとつの便法としての面を持っていたであ
ろう｡ ⑲で円載は海外情報として会昌の廃仏を伝えて､自己の窮乏とそれでも怯まぬ意志をアピ
ールすることによって己の要求を通したのである｡
さて､入唐僧グループは八世紀には遣唐使を媒介として唐に赴いた｡しかし､九世紀に入って
遣唐使の頻度が減る一方で渡唐の志向性は高まっていく｡そのジレンマの間に入り込んだのが潮
海傍であり商人であった｡九世紀前半には潮海が入唐僧の媒介役として連絡を取り付けた｡それ
は八世紀後半からの潮海の中継的交通を引き継ぐ側面も有していたであろう｡ (28)そこには日本
への来航を正当化して日本との交易を行おうとする潮海の狙いがあった｡ただし､年紀制の徹底
を図る日本の対応によってそうした活動もほどなく低調化する｡これに対して九世紀半ば以降は
商人が媒介として活動するようになる｡それは外交による国家的仲介が有効であった九世紀前半
から海商の活動が本格化する九世紀半ばにかけての状況の変化を顕著に反映しているといえよ
う｡
入唐僧､特に留学僧は｢留学｣を国家から許可されている｡そのため在唐中の行動も国家に規
制されざるを得ない面を有する｡それが滞在の費用を国家に要求したり滞在許可を随時申請する
(32)入唐僧と海外情報(河内)
必要性を生じさせ､連絡を密にすることを必然化させたといえる｡逆に国家側からすると､国家
がコンスタントに道外使節を派遣している状況では比較的定期的な連絡をつけやすいが､遣唐使
派遣の頻度が低下するとそれに依らない方法をとらざるを得ない｡遣唐使での往来を前提とする
留学生はこれによって八世紀に比べて九世紀はその活動が低調化する｡ところが｢留学僧｣ ｢還
学僧｣は仏教的要請もあり移動の手段を必ずしも遣唐使に提われない｡潮海や海商が移動･連絡
の媒介を果たすことによって外交使節派遣に依らない連絡のやり取りが可能になる｡そして遣唐
使が海外情報をもたらさなくなると独自に唐に渡り活動をする在唐僧の情報はその重要性を高め
ていき､九世紀末には政策に影響を与えるまでになったのである｡
おわりに
小稿は､海外情報の発信者を受信者との関係から公的･非公的かつ帰属の異同という視角によ
って分類して､七-九世紀の海外情報の受容のあり方を探った｡まとめると､七･八世紀の海外
情報は外交の比重が高く､特に八世紀はそれが顕著である｡九世紀は外交関係の低調化から異な
る情報入手の方法の構築に迫られ､入唐僧が発信者の役割を果たすようになることを指摘した｡
入唐僧の活動の背景にあるのは､渡海における媒介的役割の存在であり､八世紀末～九世紀前
半には潮海が､九世紀半ば以降になると海商がそれを果たすようになる｡そして入唐僧が遣唐使
に依らずに情報を伝達するようになると､結果的に遣唐使の必要性そのものを低下させることに
なる｡さらに踏みこんでいうことが許されるなら､海外情報という面においては入唐僧が遣唐使
の停止をもたらすに至ったのである｡
遣唐使が派遣されなくなった後も入唐僧の活動は続く｡ ｢在唐僧｣として唐から日本に情報を
送り続けた中確においてもっとも明瞭に表れている｡それは朝廷との関係を維持しながら仏教的
動機に基いて唐へ赴くという公的･非公的という単純な枠組みでは計りきれない存在になってい
くのである｡十世紀以降の渡宋僧はその系譜に直結するのであり､育然･寂照･成尋等の活動へ
と展開していく｡渡宋僧が公的性格を有することはすでに指摘されているが(29)､その一つの淵
源として理解したい｡
小塙は入唐僧に着目しながら海外情報について論じたが､残された課題は多い｡たとえば遣唐
使の情報伝達はさらに追究されるべきであるし､坂上康俊氏が指摘したような伝わらなかった情
報という問題もある｡(30)それらは他日を期すことにして潤筆する｡
註
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(8)拙稿｢東アジアにおける安史の乱の影響と新羅征討計画｣ (『日本歴史』五六一､一九九四)｡
(9)石井正敏｢神亀四年､潮海の日本通交開始とその事情｣ (『日本潮海関係史の研究』吉川弘文館､二〇〇一)｡
(10)石井正敏｢目唐交通と潮海｣ (注(9)前掲書所収)｡
(ll)拙稿前掲注(8)論文｡
(12)古畑徹｢潮海王大欽茂の｢国王｣進爵と第六次潮海使｣ (『集刊東洋学』一〇〇､二〇〇八)｡
(13)仁井田陛著･他門温編集代表『唐令拾遺補』 (東京大学出版会､一一九九七)による｡
(14)寛国傍については､山里純一一｢南島寛国促の派遣と南島人の来朝｣ (『古代日本と南島の交流』吉川弘文館､
一九九九)｡
(15)山内晋次｢朝鮮半島漂流民の送還をめぐって｣ (『奈良平安期の日本とアジア』吉川弘文館､二〇〇三)0
(16)中村太一｢日本古代国家形成期の都郡間交通｣ (『歴史学研究』八二〇､二〇〇六)｡
(17)九世紀の情報について題した研究として､シャルロッテ･フォン･ヴェアシュア｢九世紀日本の情報輸入体
制｣ (『アジア遊学』二六､二〇〇一)がある｡この研究では暦学･医書･漢籍を｢情報｣として扱っており､
重要な視座であると考える｡ただし､本稿でいうところの｢海外情報｣とは位相を異にするので､これに対
する検討は別の機会を挨ちたい｡
(18)山内晋次｢遣唐使と国際情報｣ (注(15)前掲書所収)｡
(19)榎本淳一｢潮海が伝えた｢大唐猫青節度使康志喧交通之事｣について｣ (『E]本と潮海の古代史』山川出版社､
二〇〇三)｡なお､石井正敏前掲注(10)前掲論文では李同捷の乱を報じることで日本-の入朝を果たそうと
したと述べているが､この解釈にしてもA- bという分類に変わりはない｡
(20) 『頼日本後紀』承和七年十二月己巳条｡
(21)山内晋次｢中国海商と王朝国家｣ (注(15)前掲書所収)｡
(22)佐伯有活『悲運の通庸僧』 (吉川弘文館､一九九九)o
(23)佐伯有活『高丘親王入唐記』 (吉川弘文館､二〇〇二)0
(24)森公章｢遣唐使と唐文化の移入｣ (『遣唐使と古代日本の対外政策』吉川弘文館､二〇〇九)｡
(25)榎本渉｢新羅海商と唐海商｣ (佐藤信･藤田覚編『前近代の日本列島と朝鮮半島』山川出版社､二〇〇七)｡
(26)田中史生｢江南の新羅人交易者と日本｣ (注(24)前掲書所収)は､江南をフィールドに商人の地域的活動を
描いている｡
(27)東野治之｢『延書式』にみえる道外使節の構成｣ (『遣唐使と正倉院』岩波書店､一九九二)｡
(28)石井正敏前掲注(10)論文｡
(29)石上英一｢El本古代10世紀の外交｣ (『東アジア世界における日本古代史講座』 7､学生社､一九八二)｡
(30)坂上康俊｢大宝律令制定前後における日中間の情報伝播｣ (池田温ほか編『日中文化交流史叢書2　法律制度』
大修館書店､一九九七)｡
(34)入唐僧と海外情報(河内)
